
●
優
良
生
産
団
体
表
彰

　
複
合
経
営
部
門

　（
農
）フ
ァ
ー
ム
三
ケ
北
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
小
杉
支
店
）

　
水
稲
部
門

　（
農
）み
と
だ
営
農（
三
島
野
支
店
）

　
複
合
経
営
部
門

　（
農
）フ
ァ
ー
ム
作
道

　
　
　
　
　
　
　
　（
新
湊
南
支
店
）

●
優
良
指
導
者
・
生
産
者
表
彰

　
園
芸
部
門

　
松
本
　
剛
明
　（
太
閤
山
支
店
）

　
複
合
経
営
部
門

　
纓
田
　
貞
夫
　（
大
島
支
店
）

　
渋
田
　
　
清
　（
新
湊
南
支
店
）

●
生
産
組
合
長
感
謝
状

　
宮
崎
　
松
雄
　（
小
杉
支
店
）

　
山
内
　
　
満
　（
太
閤
山
支
店
）

　
塚
本
　
健
一
　（
新
湊
南
支
店
）

　
村
田
　
勝
浩
　（
新
湊
南
支
店
）

　
石
須
　
貞
夫
　（
新
湊
南
支
店
）

　
中
井
　
敏
男
　（
新
湊
南
支
店
）

　
石
黒
　
　
肇
　（
新
湊
南
支
店
）

　
谷
道
　
三
郎
　（
新
湊
南
支
店
）

　
野
崎
欣
一
郎
　（
東
部
支
店
）

心と心が
地域をむすぶ

2018
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今月の表紙 たくましい農業推進大会受賞者
ＪＡいみず野本店３階ホール



いみず野だより　２

肥料・農薬大口利用奨励について（ご案内）
　ＪＡいみず野では、毎年『肥料・農薬大口利用奨励』として肥料・農薬の年間購入額（税別）に応
じて利用高配当（奨励金）を実施しています。
　若干の要件等はありますが、年間購入額が 50万円以上（税別）の組合員・営農生産組織の方を対
象に年間購入額に応じて利用高配当（奨励金）をお支払させていただきます。（29年度においては、
3月中旬～下旬にかけて支払させていただきます）
　該当する組合員・営農生産組織様には、別途ご案内させていただきますのでご確認下さいますよう
宜しくお願い申し上げます。

肥料・農薬の購入はＪＡいみず野で！詳細については、本店営農部までお問い合わせ下さい。

みなさん、
ご存知ですか？

　
「
た
く
ま
し
い
農
業
推
進
大
会
」
が
、
２
月
７
日（
水
）、

Ｊ
Ａ
本
店
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
Ｊ
Ａ
い
み
ず

野
と
射
水
市
農
業
技
術
者
協
議
会
が
、
農
業
経
営
の
強
化
と

地
域
農
業
の
活
性
化
を
目
的
に
、
射
水
市
、
射
水
市
米
麦
改

良
協
会
と
共
に
、
表
彰
式
と
講
演
の
内
容
で
毎
年
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
も
地
域
農
業
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
優
良
生

産
団
体
が
3
団
体
、
優
良
な
指
導
者
ま
た
は
生
産
者
3
人
、

長
年
活
躍
さ
れ
た
生
産
組
合
長
9
人
に
、
農
事
功
労
表
彰
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
水
元
Ｊ
Ａ
組
合
長
が
、「
昨
年
は
自

然
災
害
の
多
い
年
で
し
た
が
、
北
陸
農
政
局
の
発
表
で
は
、

北
陸
３
県
で
３
年
連
続
１
位
の
反た
ん
し
ゅ
う収
（
10
ア
ー
ル
当
た
り

の
米
の
収
穫

量
）
を
誇
り
、

ま
た
品
質
面
で

も
１
等
米
比
率

が
昨
年
同
様

97
％
以
上
の
、

県
下
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
で
あ
り
ま

し
た
。
生
産
者

の
ご
尽
力
の
賜

物
で
あ
る
と
感

謝
申
し
上
げ
ま

す
。」
と
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

来
賓
の
夏
野
元
志
射
水

市
長
を
は
じ
め
、
高
橋
久

和
射
水
市
議
会
議
長
、
野

村
光
蔵
高
岡
農
林
振
興
セ

ン
タ
ー
所
長
よ
り
祝
辞
を

賜
り
、
そ
の
後
、
県
農
業

共
済
組
合
の
境
勇
人
事
業

管
理
部
長
よ
り
平
成
31
年

1
月
か
ら
新
た
に
始
ま
る

「
収
入
保
険
制
度
に
つ
い
て
」

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
田
俊
男
参
議

院
議
員
よ
り
「
た
く
ま
し

い
農
業
を
つ
く
り
上
げ
る

課
題
と
対
策
」
と
題
し
、
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
講
演
で

山
田
議
員
は
「
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
さ
ら
に
厳
し
く
、

Ｊ
Ａ
の
果
た
す
役
割
は
非
常
に
大
き
い
。
農
政
改
革
の
動
き

に
注
視
し
つ
つ
、
Ｊ
Ａ
と
組
合
員
が
一
体
と
な
っ
て
、
地
域

農
業
を
守
り
、
発
展
さ
せ
る
よ
う
、
共
に
邁
進
し
ま
し
ょ
う
」

と
訴
え
、国
政
の
立
場
よ
り
日
本
の
農
業
に
つ
い
て
の
見
解

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
大
会
に
約
２
５
０
人
が
参
加
さ
れ
、
多
く
の
組
合

員
や
農
業
関
係
者
が
農
業
経
営
の
課
題
や
対
策
に
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

山田俊男議員による講演

表彰を受ける受賞団体の代表者



　
「
平
成
29
年
度
富
山
県
農
業
振
興
賞
」

の
表
彰
式
が
２
月
９
日（
金
）、
富
山
県

庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
農
業

生
産
の
振
興
を
図
る
た
め
、
県
内
の
優

秀
な
農
業
者
等
を
表
彰
す
る
も
の
で
、

前
身
の
賞
を
含
め
る
と
本
年
度
で
52
回

目
と
な
る
伝
統
あ
る
農
業
の
表
彰
制
度

で
す
。

　

今
年
度
は
園
芸
部
門
に
お
い
て
、
い

み
ず
野
農
協
え
だ
ま
め
部
会
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
本
会
は
射
水
市
産
黒
大
豆

え
だ
ま
め
「
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
」
を
生
産

す
る
22
経
営
体
で
構
成
さ
れ
た
団
体
で

す
。
全
国
で
も
珍
し
い
黒
大
豆
え
だ
ま

め
の
産
地
と
な
っ
て
お
り
、「
富
山
ブ

ラ
ッ
ク
」
と
し
て
の
商
標
登
録
を
し
ま

し
た
。
ま
た
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
向
上

を
図
る
た
め
、
Ｊ

－

Ｇ
Ａ
Ｐ
団
体
認
証

取
得
に
向
け
て
会
員
が
一
丸
と
な
り
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

え
だ
ま
め
の
販
売
で
一
億
円
規
模
の

産
地
づ
く
り
に
向
け
て
の
取
り
組
み

が
、
地
域
の
活
性
化
、
農
業
振
興
の
波

及
効
果
に
な
る
と
期
待
さ
れ
、
今
回
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
は
、
収
穫
機
導
入

の
補
助
金
給
付
や
、
選
別
ラ
イ
ン
や
脱

莢
機
の
更
新
と
い
っ
た
設
備
投
資
な
ど

を
し
、
こ
れ
か
ら
も
収
量
の
増
大
や
品

質
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
29
年
度 

富
山
県
農
業
振
興
賞

え
だ
ま
め
部
会
が
園
芸
部
門
受
賞

　▲いみず野農協えだまめ部会
　　源　春夫部会長（写真中央）　臍嶋　茂夫副部会長（写真右）

３　いみず野だより

越
中
い
み
ず
野 

米
一
番

　
「
品
質
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」表
彰

に
22
点
の
出
品
の
中
か
ら
、
栽
培
管
理
・
生

育
調
査
の
実
施
、
病
害
虫
の
発
生
状
況
、
倒

伏
状
況
な
ど
の
管
理
状
況
や
、
品
質
・
食
味

を
審
査
し
評
価
し
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
は

移
植
の
部
に（
農
）七
美
中
央
野
寺
営
農
組
合

（
山
本
雅
幸
代
表
理
事
）、
直
播
の
部
に（
農
）

野
手
営
農
組
合（
水
上
一
夫
代
表
理
事
）が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
の
秋
か
ら
本
格
デ
ビ
ュ
ー
す

る
「
富
富
富
」
の
試
食
会
が
あ
り
、
試
食
さ

れ
た
農
業
者
か
ら
は
新
し
い
富
山
米
の
栽
培

に
期
待
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

米
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、
消
費
量
の
減
少
や

平
成
30
年
産
か
ら
の
米
政
策
の
見
直
し
に
よ

り
、
産
地
間
競
争
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
。
消
費
者
や
実
需
者
に
求

め
ら
れ
る
高
品
質
の
米
づ
く
り
を
一
層
進
め

る
よ
う
、
Ｊ
Ａ
は
射
水
市
や
県
農
業
共
済
組

合
、
高
岡
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
な
ど
関
係
機

関
と
一
丸
と
な
っ
て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
月
15
日（
木
）Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店
に
お

い
て
「
越
中
い
み
ず
野
米
一
番
品
質
向
上

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
修
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ
れ
は
射
水
市
農
業
技
術
者
協
議
会
が
、

「
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
米
」
の
よ
り
高
品
質
で
食

味
の
良
い
米
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
栽
培

研
修
会
な
ど
を
行
な
い
、
平
成
27
年
度
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
一
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ま
れ

た
農
業
者
を
対
象
に
、
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
移
植
の
部
に
45
点
、
直
播
の
部

受賞団体代表のみなさん

　
～ 

受 

賞 

者 

～

【
移
植
の
部
】

　
最
優
秀
賞
　（
農
）七
美
中
央
野
寺
営
農
組
合

　
優
秀
賞
　
　（
農
）殿
村
営
農
組
合

　
優
良
賞
　
　（
農
）青
井
谷
営
農
組
合

【
直
播
の
部
】

　
最
優
秀
賞
　（
農
）野
手
営
農
組
合

　
優
秀
賞
　
　（
農
）布
目
沢
営
農
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水　
　

上

伊 

勢 

領

上
新
西
部

上
新
東
部

白　
　

銀
錦

本 

中 

町

常　
　

田

高　
　

寺

愛　
　

宕

新 

三 

ケ

高
穂
西
部

高
穂
東
部

木 

舟 

町

市
姫
・
三
共

西 

楠 

町

鍛
冶
屋
１

鍛
冶
屋
２

末 

永 

町

北 

手 

崎

手
崎
西
部

手
崎
東
部

江　
　

上

針　
　

原

大
江
代
表

皆　

元　
　
　

洋

川　

腰　
　
　

保

安　

吉　

俊　

和

羽　

柴　
　
　

豊

白　

石　

勝　

広

高　

木　

裕　

一

西　

村　
　
　

茂

永　

森　
　
　

薫

稲　

田　

浩　

幸

稲　

田　

豊
喜
雄

多　

賀　

芳　

雄

新　

村　

一　

夫

安　

吉　

邦　

夫

舟　

木　

春　

雄

鶴　

谷　

春　

夫

松　

木　

忠　

吉

平　

野　

栄　

一

石　

黒　

優　

二

末　

永　

政　

春

島　
　
　

美
津
男

高　

長　

正　

裕

坂　

井　

敏　

章

藤　
　
　

健　

作

針　

原　

広　

義

岡　

田　
　
　

悟

森　

永　

英　

二

砂　

原　

武　

彦

笹　

川　

浩　

伸

砂　

原　
　
　

昭

宮　

森　

喜　

作

竹　

内　
　
　

満

大　

橋　

敏　

彦

三　

上　

久　

和

三　

上　

義　

浩

道　

吉　

哲　

也

森　

田　

秀　

信

渋　

谷　

み
ゆ
き

森　

田　

茂　

夫

串　

田　

有　

弘

山　

口　

孝　

都

木　

村　

加
與
治

橋　

本　

清　

和

坂　

井　

茂　

吉

江　

川　

昭　

人

竹　

内　

秀　

樹

宝　

田　
　
　

裕

竹　

内　

信　

一

竹　

内　

正　

治

日　

下　
　
　

豊

稲　

積　
　
　

彰

斉　

田　

堅　

次

寺　

内　

保　

満

堀　

川　

豊　

明

古　

城　

宗　

二

黒　

田　

真　

治

鷹　

島　

弘　

彰

山　

道　

義　

長

黒　

田　

隆　

弘

原　
　
　

敏　

明

竹　

田　

清　

樹

久　

野　

久　

弘

野　

尻　

長　

一

野　

手　

宗　

篤

水　

上　

善　

明

条　

谷　

時　

雄

北　

角　

良　

作

前　

坪　

一　

夫

小　

倉　

法　

雄

山　

下　
　
　

章
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谷　

信　

行

山　

屋　
　
　

昇

松　

井　
　
　

均

竹　

中　
　
　

亨

徳　

中　

静　

一

長
谷
川　

一　

弘

鈴　

木　

清　

志

松　

長　

幸　

成

高　

浪　

隆　

広

高　

浪　

義　

祐

江　

村　
　
　

誠

八　

島　

不
二
彦

向　

野　
　
　

繁

坪　

田　
　
　

正

前　

田　

政　

宏

大　

松　

英　

治

大　

垣　

祥　

二

山　

崎　

善　

夫

河　

部　

久　

雄

土　

合　

秀　

雄

川　

村　
　
　

治

林　
　
　

茂　

則

小　

川　

泰　

昭

吉　

田　

文　

一

星　

野　

幸　

市

水　

島　

利　

和

稲　

垣　

幸　

男

石　

橋　

正　

光

高　

瀬　

友　

義

福　

本　
　
　

学

田　

畑　

克　

己

沖　
　
　
　
　

修

吉　

岡　

範　

勝

徳　

井　
　
　

侃

藤　

井　

謙　

二

塚　

元　

一　

秋

塚　

本　

秀　

樹

市　

堰　

正　

樹

坂　

井　

泰　

広

山　

崎　

正　

治

橋　

本　

治　

夫

中　

屋　

弥　

久

表　
　
　

喜　

司

竹　

内　

紘　

一

広　

本　

幹　

彦

田　

中　

秀　

昭

竹　

内　

一　

彦

藤　

田　

洋　

道

斉　

藤　

茂　

樹

布　

目　

利　

幸

夏　

野　
　
　

茂

初　

田　

良　

則

大
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２
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３
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平
成
30
年

　
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

生
産
組
合
長
名
簿

小
杉
支
店

太
閤
山
支
店

三
島
野
支
店

南
郷
支
店

●応募資格　射水市及び周辺地域在住者で、平成 31 年３月末までに大学・短大を卒業見込みの者、及び卒業者
●募集人数　若干名
●試験会場　ＪＡいみず野  本店
●試験日時　①平成 30 年４月６日㈮、②４月26日㈭　※いずれか１日を選択
●お問い合わせ・申し込み先　
　ＪＡいみず野本店　総務課　射水市北野 1555-1　TEL（0766）52-0023
　  ※試験・応募書類についての詳細は、募集要項に記載されていますので、上記までお問い合わせ下さい。

平成31年４月採用の職員採用試験を次の通りに実施致します。　　　　　　　　

平成31年４月 採用職員募集のご案内

就職サポートサイト「アイバック キャリア ウェブ 2019」でもエントリー募集中！！　

応募期間
平成30年3/12（月）～4/20（金）まで



５　いみず野だより

　農耕用トラクター・田植機等の　　　　　　　　　　
　登録・名義変更・廃車手続きはお済みですか？
　農耕用トラクターなどの小型特殊自動車を所有している場合は、公道
走行の有無にかかわらず、軽自動車税が課税されます。
　お持ちの車両で未登録のものがある場合は、射水市役所課税課で登録
の手続きを行い、ナンバープレートの交付を受けてください。また、営
農組合が法人化された場合も名義変更の手続きが必要になります。
　なお、譲渡、処分等により所有していない場合は、３月末までに廃車
の手続きをされないと、翌年度も軽自動車税が課税されます。

○　新たにトラクターや田植機を購入した
○　知り合いにコンバインを譲った、または譲ってもらった
○　田植機を業者に引き取ってもらった
○　トラクターのナンバープレートを紛失した
○　以前からナンバープレートのついていないコンバインがある
○　営農組合の名称を変更（法人化）した
○　営農組合の代表者交代により、納税通知書の送付先を変更したい

　こんな場合には手続きが必要です。

詳しくは、下記へお問合せください。　

射水市役所 課税課市民税係（本庁舎 2 階）  

TEL ５１－６６１８

　お問合せ先

※軽自動車税の課税基準日は
4 月 1 日です。

4月 1日現在所有している車両に、
課税されます。

※農耕用小型特殊自動車の
軽自動車年税額………

2,400 円
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役
員
会
だ
よ
り

◆
営
農
販
売
・
購
買
合
同
委
員
会
報
告

◆
金
融
共
済
委
員
会
報
告

◆
総
務
委
員
会
報
告

　

２
月
14
日
、
15
日
に
開
催
し
た
計
画
検
討
委
員
会
に
つ
い
て
各
委
員
長
よ
り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◆
平
成
30
年
度
監
事
監
査
計
画

◆
協
議
事
項
◆

第
一
号
議
案
　
平
成
30
年
度
に
お
け
る
同
一
人
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
の
最
高
限
度
決
定
の
件 

第
二
号
議
案
　
平
成
30
年
度
に
お
け
る
借
入
金
の
最
高
限
度
額
決
定
の
件

第
三
号
議
案
　
平
成
30
年
度
に
お
け
る
余
裕
金
の
運
用
に
関
す
る
件

第
四
号
議
案
　
平
成
29
年
度
決
算
見
通
し
と
平
成
30
年
度
事
業
計
画（
案
）の
概
要

第
五
号
議
案
　
平
成
30
年
度
内
部
監
査
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

第
六
号
議
案
　
平
成
30
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム（
案
）に
つ
い
て

第
七
号
議
案
　
平
成
30
年
度
個
人
情
報
保
護
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

第
八
号
議
案
　
大
口
貸
出
金
の
申
込
み
に
つ
い
て

第
九
号
議
案
　
融
資
要
項
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
十
号
議
案
　
平
成
30
年
度
生
産
購
買
品
品
目
別
上
限
手
数
料
の
設
定
に
つ
い
て（
案
）

第
十
一
号
議
案
　
外
部
出
資
金
の
拠
出
承
認
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
◆

一
、
１
月
末
実
績
報
告
に
つ
い
て

二
、
平
成
30
年
度
第
１
四
半
期
余
裕
金
運
用
計
画
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◆
協
議
事
項
◆

一
、
平
成
30
年
度
監
事
監
査
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

二
、
平
成
29
年
度
下
期
随
時
監
査
結
果
に
つ
い
て

　
　
（
平
成
29
年
度
上
期
監
査
指
摘
に
対
す
る
回
答
の
検
証
結
果
）

三
、
監
事
監
査
規
程
の
全
面
改
正
（
案
）
概
要
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

－

第
22
回
定
例
理
事
会

－

日
時　

平
成
30
年
２
月
23
日
㈮

　
　
　

午
後
２
時
よ
り

場
所　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店
３
階
大
ホ
ー
ル

正組合員数　　　　　　　　　　　5,401人
准組合員数　　　　　　　　　　　8,264人
みなさまの貯金高　　　　1,322億49百万円
みなさまへの貸出金　　　274億20百万円
長期共済保有高　　　　　       3,082億83百万円
購買品供給高　　　　　　　35億55百万円
販売品販売高　　　　　　　27億25百万円

協同の力
ＪＡいみず野概況

（平成30年１月末日）

いみず野だより　６

募 集 人 員 120名（最少催行人員80名）

募 集 締 切 ４月27日㈮まで※但し定員になり次第締め
　切らせていただきます。

添　乗　員 同行致します。

食 事 条 件 朝２回、昼３回、夜２回（内１回お弁当）

宿  泊  先 １泊目「ホテル日航大阪」
２泊目「梅樽温泉ホテルシーモア」

ご旅行代金 大人お一人様79,800円

旅行実施日 平成30 年

6月10日㈰～12日㈫

3日間
の旅

笑い
の殿堂 吉本新喜劇なんば
グランド花月

あべのハルカス日本一
高いビル

白浜温泉日　本
三古湯

白浜アドベンチャーワールドパンダに
会える

と
と

と

行　　　　　　　　　　　　程 食　事

6/10

（日）

　　　　　　貸切バス　 6:30 予定　　　　　　休憩 3 回程度予定
県内各地＝＝＝＝富山IC＝〈北陸道・名神高速・阪神高速〉＝長枝IC＝
　　　　　　　11:30 ／13:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　13:30 ／ 14:45
＝新阪急ホテル「オリンピア」／バイキング＝あべのハルカス／見学＝
　　　大人気のバイキングレストラン　　　　　　　日本一高いビル『あべのハルカス』展望台
 　　　　15:15 ／ 16:45 開演～ 18:15 頃　　　　　　　　　　　18:30 頃
＝なんばグランド花月「吉本新喜劇」／観劇＝大阪ミナミ（宿泊）
　　　お笑いの殿堂　昨年リニューアルオープン　　　　　　大阪ミナミまですぐ

【宿泊】大阪ミナミ ホテル日航大阪（予定）　【夕食】自由食／ OP: バイキング 19:30~　20:00~

朝：×
昼：○
夕：×

6/11

（月）

8:00 発　貸切バス　　　休憩１回予定　　　　　　　　　　　　10:20 ／ 13:20
ホテル＝＝＝〈阪神高速・阪和道〉＝高野山金剛峰寺・奥の院／見学・昼食
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　世界遺産  紀伊山地の霊場と参詣道  案内人付
　　　　　　15:30 ／ 16:30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17:00 頃
＝ JA 紀南ファーマーズマーケット紀菜館／お買物＝日本三古湯  白浜温泉（宿泊）
　　紀南地方最大級‼地産地消のファーマーズマーケット　　　飛鳥・奈良時代より栄えた温泉

【宿泊】南紀白浜  梅樽温泉ホテルシーモア（予定）　【夕食】ホテルにて和宴会

朝：○
昼：○
夕：○

6/12

（火）

　9:00　貸切バス　　　　　　　10:00 ／ 11:30　　　　　　　　　　　　
ホテル＝＝＝白浜アドベンチャーワールド／見学＝南紀白浜 IC＝
　　　　　　　　　上野だけじゃない、パンダ５頭が飼育されている
　　　　　　　　　　　　　　　　13:00 ／ 14:15　　　　　　　　　　　　　14:40
＝海南 IC ＝和歌山マリーナシティ「黒潮市場」／昼食＝海南東 IC ＝
　　　　　　　　　マグロの解体ショーとバイキングのご昼食
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20:30 頃
＝＜湯浅・阪和道・阪神高速・名神・北陸道＞＝富山 IC（起点）＝県内各地

朝：○
昼：○
夕：弁

予定日程表 ※下記コースは予定です。変更になる場合もございます。

－

監　

事　

会

－
日
時　

平
成
30
年
２
月
23
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
よ
り

場
所　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店
２
階
会
議
室

第 55 回  ＪＡ富山県女性協ママさん大学

お申込み・お問合せは各支店窓口まで



７　いみず野だより

で
懐
か
し
く
話

し
合
っ
て
大
笑

い
で
し
た
。

　

後
は
、
麹
と

大
豆
、
塩
を
み

ん
な
で
『
美
味

し
く
な
あ
れ
、

美
味
し
く
な
あ

れ
』
と
混
ぜ
合

わ
せ
ま
し
た
。
そ
れ
を
各
自
の
桶
に
約

12
～
13
㎏
に
湯
冷
ま
し
を
し
た
水
を
加

え
、
こ
れ
ま
た
、（
美
味
し
く
な
あ
～
れ
）

の
思
い
を
い
っ
ぱ
い
込
め
て
混
ぜ
合
わ

せ
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
桶
に
そ
れ

ぞ
れ
今
年
の
９
月
の
食
べ
頃
を
書
い
て

出
来
上
が
り
で
す
。
９
月
頃
じ
っ
く
り

と
熟
成
さ
れ
て
美
味
し
い
み
そ
が
出
来

上
が
る
の
で
す
。

　

初
め
て
の
試
み
で
大
変
で
し
た
が
、

地
場
産
の
大
豆
を
使
っ
た
無
添
加
、
減

塩
で
仕
上
げ
た
風
味
豊
か
な
み
そ
を
食

べ
る
日
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
口
支
部
）

●
茶
道
教
室
開
催

　

去
る
2
月
6
日（
火
）小
杉
支
店
2
階

和
室
に
て
「
お
い
し
い
お
茶
を
飲
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？
」
と
題
し
茶
道
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
雪
で
足
元
の
悪

い
中
で
し
た
が
、
16
名
の
会
員
が
集
い

ま
し
た
。

　

お
茶
室
だ
か
ら
ど
う
や
っ
て
入
ろ
う

か
な
？
恐
る
恐
る
戸
惑
い
な
が
ら
ふ
す

ま
を
開
け
る
と
、
目
に
飛
び
込
ん
だ
の

は
二ふ

た

垂た

れ
の
花
嫁
の
れ
ん
。
い
つ
も
は

だ
だ
っ
広
く
殺
風
景
な
和
室
が
な
ん
と

華
や
か
な
こ
と
。
床
の
間
に
は
掛
け
軸

●
寒
中
み
そ
作
り
教
室　

１
月
の
寒

に
入
っ
た
21

日（
日
）小
杉

支
部
と
合
同

で
み
そ
作
り

を
し
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
支

部
も
初
め
て

の
為
、
準
備

も
大
変
で
事

務
局
の
方
に

は
と
て
も
お

世
話
に
な
り

ま
し
た
。
水

戸
田
支
部
の

犀
藤
さ
ん
と
竹
島
さ
ん
の
指
導
の
下
、

前
日
に
洗
っ
た
大
豆
を
水
に
浸
し
て
い

く
事
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
30
㎏
の
大
豆
４
袋
を
桶
に

分
け
、
一
時
間
程
大
鍋
で
煮
た
時
は
昔

懐
か
し
い
や
さ
し
い
匂
い
に
包
ま
れ
て

子
供
の
頃
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

煮
上
が
っ
た
大
豆
は
機
械
で
ミ
ン
チ

に
し
ま
す
。
に
ょ
ろ
に
ょ
ろ
と
出
て
く

る
大
豆
の
ミ
ン
チ
に
、
子
供
の
頃
に
そ

れ
を
食
べ
た
時
の
お
い
し
さ
を
み
ん
な

と
お
花
が
飾
ら
れ
、
畳
に
は
赤
い
じ
ゅ

う
た
ん
と
和
室
用
の
い
す
も
準
備
さ
れ

て
お
り
、
部
屋
の
し
つ
ら
え
は
も
ち
ろ

ん
茶
室
そ
の
も
の
で
す
。

　

花
器
に
は
、
ロ
ウ
バ
イ
と
サ
ザ
ン
カ

が
生
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ロ
ウ
バ
イ

は
、
一
輪
が
花
、
も
う
一
輪
は
ふ
っ
く

ら
と
膨
ら
ん
だ
つ
ぼ
み
が
付
き
、
甘
い

香
り
を
放
っ
て
い
ま
し
た
。
又
、
サ
ザ

ン
カ
に
一
輪
つ
い
た
つ
ぼ
み
は
、
今
ま

さ
に
咲
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
会
の
一

週
間
前
か
ら
こ
の
日
に
咲
く
よ
う
調
整

さ
れ
、
寒
さ
が
厳
し
く
ツ
バ
キ
が
咲
か

な
い
の
で
サ
ザ
ン
カ
を
代
用
さ
れ
た
な

ど
の
ご
苦
労
さ
れ
た
話
も
お
聞
き
し
ま

し
た
。

　

何
種
類
か
の
抹
茶
茶
碗
の
一
つ
に

“
方
”と
書
か
れ
た
茶
碗
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
本
の
宮
家
か
ら
朝
鮮
王
朝

に
嫁
い
だ
李
方
子
さ
ん（
☆
）作
の
高
麗

茶
碗
で
、
貴
重
な
作
品
に
触
れ
さ
せ
て

い
た
だ
く
機
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。
茶

道
の
心
得
の
な

い
私
は
末
席
に

座
り
た
か
っ
た

の
で
す
が
、
正

客
の
席
に
座
っ

た
の
で
亭
主
で

あ
る
講
師
の
先

生
や
隣
席
の
方

に
教
え
て
も
ら

い
な
が
ら
お
点

前
を
頂
き
ま
し

た
。
久
々
の
お

茶
会
は
凛
と
し

た
空
気
の
中
に

緊
張
感
を
思
い

▲大豆をミンチに！
大豆の良い香りが漂っています

出
さ
せ
、
お
抹
茶
、
生
菓
子
、
お
干
菓

子
を
と
て
も
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

お
茶
の
経
験
の
有
る
人
、
無
い
人
、

そ
れ
ぞ
れ
が
亭
主
か
ら
お
菓
子
、
お
茶

の
頂
き
方
、
茶
席
と
し
て
し
つ
ら
え
ら

れ
た
道
具
の
話
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
時

間
の
た
つ
の
も
忘
れ
、
静
寂
の
中
に
も

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
一
時
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
茶
会
は
、
亭

主
の
思
い
を
く
み
取
り
な
が
ら
参
加
す

る
そ
う
で
す
が
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

が
お
茶
を
楽
し
み
、
清
々
し
い
気
持
ち

で
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

☆
李
方
子
（
り
・
ま
さ
こ
）
１
９
０
１
年
（
明
治

34
年
）
生
～
１
９
８
９
年
（
平
成
元
年
）
逝
去

日
本
の
元
皇
族
、
梨
本
宮
家
に
生
ま
れ
、
旧
大
韓

帝
国
の
元
皇
太
子
で
日
本
の
王
皇
族
と
な
っ
た
李

垠
（
リ
・
ウ
ン
）
妃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
杉
支
部
）

今
後
の
日
程

３
月
17
日
㈯　

女
性
部
通
常
総
会

４
月
14
日
㈯　

県
女
性
部
通
常
総
会

こうじ・大豆・塩をムラなく混ぜ合わせます

JAいみず野 女性部

JAいみず野 0766-52-0368

ポイントカード

支 部

女性部ポイントカード

２９年度は、半期の為２月末まで
１０ポイントでエーコープ商品を進呈

致します。氏名を記入の上、
お近くの支店までご持参ください。

３０年度は、３月からスタート！！

女性部に関するお問い合わせは、
お近くの支店または、生産販売課（ＴＥＬ52-0368）へ

亭主より説明を聞く正客



●
食
と
農
を
考
え
る
集
い
に
参
加
し
て

　

２
月
17
日（
土
）

「
食
と
農
を
考
え

る
集
い
」
が
県

Ｊ
Ａ
会
館
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ａ
県
女
性
協

議
会
の
谷
井
悦
子

会
長
の
あ
い
さ
つ

で
は
、
第
１
回
女

性
ま
つ
り
が
大
好

評
で
あ
っ
た
こ

と
、
そ
れ
に
よ
り

富
山
の
食
と
農
の

魅
力
を
発
信
で

き
、安
全
・
安
心
な
農
産
物
に
関
心
が
高
ま
っ

た
こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
イ

ベ
ン
ト
の
成
果
を
通
し
て
健
全
な
食
生
活
を

実
現
さ
せ
、
食
農
教
育
を
推
進
し
て
伝
え
た

い
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
講
演
は
『
次

世
代
に
伝
え
る
』
と
題
し
、
Ｊ
Ａ
み
な
穂
青

壮
年
部
の
西
川
陽
平
氏
が
入
善
町
の
ブ
ラ
ン

ド
「
入
善
ジ
ャ
ン
ボ
す
い
か
」
作
り
を
通
し

て
の
思
い
を
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
農
業
界
全

体
が
さ
ら
な
る
成
長
や
発
展
を
し
て
い
く
に

は
、
共
に
助
け
合
う
「
結
の
精
神
」
で
、
技

術
や
知
識
を「
次
世
代
に
伝
え
て
い
か
ね
ば
」

と
説
く
、
心
強
い
内
容
で
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
シ
ネ
マ
『
南
極
料
理
人
』

が
あ
り
、
昼
食
の
間
に
は
、
各
Ｊ
Ａ
の
農
産

物
加
工
品
販
売
も
あ
り
、
大
変
充
実
し
た
楽

し
い
時
間
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
戸
田
支
部
）

－女性部だより－

いみず野だより　８

ＪＡいみず野の自己改革

販 売 事 業

購 買 事 業

信 用 事 業

共 済 事 業

保 管 事 業

利 用 事 業

いみず野農業協同組合
〒939-0276 富山県射水市北野1555-1
TEL(0766)52-0023 FAX(0766)52-5955

総
合
事
業
内
容

ＪＡいみず野では 組合員と共に【農業所得の
増大】・【地域の活性化】 に取組んでいます

ＪＡいみず野の
特徴①

ＪＡいみず野の
特徴②

【集落営農中⼼の農地集約化が地域全体の活⼒に︕】
●営農組合の共同作業で、安⼼・安全、おいしいお⽶を
つくります

●１等⽶⽐率※１は富⼭県で常に上位
（平成29年度いみず野97.0％、県平均90.9％）
●10ａ当り収量は北陸３県市町村別で、３年連続
第１位を獲得しています（平成29年現在）

“消費者が求める、価値ある⽶を提供します”

応援してます

●農地の集約化で、⼤型農機を導⼊し、作業効率化と所得増⼤に貢献
➡圃場管理をしやすくし、放棄⽥を作らない、地域や⾃然環境を守ります

“「枝⾖」でオリンピック⾷材へ挑戦︕︕”
●営農組合を中⼼として結成した「えだまめ部会」によるＪ-GAP※４取得への
取組み

●⼀億円産地づくり品⽬の「富⼭ブラック」(商標登録済)を⽣産
➡機械化（収穫機・冷凍・冷蔵庫）への設備投資充実へ

●ＪＡ農産物直売所 村の駅 菜っちゃん 太閤⼭店・新湊店でも、
新鮮で安価な枝⾖を提供

生産資材の供給・生活物資の提供・自動車
販売・販売修理・給油サービス

貯金を預かり、それを原資として営農や
生活に必要な資金の貸し出しを行う

ひと・いえ・くるまの総合保障を提供する

米の基幹施設と連動した受入、保管管理の集中化

【担い⼿※２との連携強化を実践(TAC※３)】

「米一番」(商標登録済)の拡販、野菜集出荷場の活用、消費者から
求められる品種作付、直売所との連携強化

基幹施設の利用拡大、米の荷受効率化への調整

●担い⼿（営農組合）⽐率は84％と県下トップクラス
（参考)富⼭全域57％、全国54％

※1)1等⽶⽐率とは⽶の検査結果が
上位等級1等となる割合のこと

カントリーエレベーター

にぎわう直売所

※３)TAC（タック）とは、地域農業の担い⼿を訪問し
ご意⾒ご要望をお伺いするＪＡ担当者のこと

※4)Ｊ-GAP（ジェイ・ギャップ)とは、⾷の安全・安⼼・信頼における農産物の証明のことで、
Ｊ-GAPの認証がオリンピックパラリンピックの⾷材調達基準のひとつとなっている

ラジヘリによる農薬散布

※２)担い⼿とは、市が認定する認定農業者や集落営農
等の効率的かつ安定的な農業経営を⾏う経営体

●育苗施設で稚苗、成苗を供給
●ラジヘリやドローンで、⼈⼿の
かかる防除作業をお⼿伝い

●カントリーエレベーターで収穫
の喜びを皆さんと

お⽶がおいしい︕
さらには

▲ＪＡ県女性協議会  谷井悦子会長のあいさつ
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